
 ヤンバルトサカヤスデ

発 生 時 期

人体に害はある？

ヤンバルトサカヤスデの
まん延防止に御協力ください！

ヤンバルトサカヤスデの生息が確認されています。
（宮崎市・都城市・日南市・西都市・国富町・高鍋町・新富町）

※人体 に害 は あ り ま せ んが 、 外 見 や 臭 いか ら 強 い 不快 感 を 与 え る 「不 快害 虫 」 で す 。

●分布
 台湾原産の外来生物で、県内でも各
地で発生しています。

 樹木等の移植の際に土や堆肥ととも
にやってきます。

●昼間はおとなしい
昼間、日当たりの悪い湿った場所（植
木や菜園の土中）に潜んでいます。

●夜になると...
夜に集団で活動します。おびただしい
数が建物を取り囲み、家屋に侵入して
くることもあります。

●年２回ピークを迎える
・４～６月 (幼虫の放散)
・１０～１１月(成虫の繁殖期)

●危険はない
毒はなく、刺咬などの人体に
直接的な危険性はありません。

●刺激を加えると
熱湯や雨水、燃焼といった刺激を
加えると、シアン化合物を含む悪臭
ガスを放ち、大量に吸うと頭痛や吐
き気の原因となります。

在来種との見分け方

 在来種のヤスデ

色：黒褐色
体長：１０～２５mm

黒い紋が特徴

色：黄～茶褐色

体長：２５～３５mm

住宅のコンクリート
を好んで摂食

ヤンバルトサカヤスデとは？

夜間にコンクリートに集まる
ヤンバルトサカヤスデ →



●駆 除 ・ 防 除 方 法

● 表面がツルツルした所は歩行できないため、紙製のガムテープを家屋の周りに貼ること

で侵入を防止することができます。

コイレット（忌避剤）やスプレー（緊急時）など、薬剤による処理が効果的です。

コイレットは３ｋｇで約１００㎡散布できます。土壌面や鉢の下に散布し、砂利がある

場合は多めに散布すると効果的です。

● 死骸を放置すると、雨に濡れて強烈な悪臭（シアン化ガス）を放ちます。

駆除後は、市町村の規定にしたがってゴミに出しましょう。

一 般 向 け

● 土壌搬出対策

持ち出しを行う現場の土砂を移動する際、落葉等の残渣を除去しましょう。残渣は自治体

の規定に従い処理しましょう。焼却ができない場合は、厚さ３０ｃｍ以上の土壌中に埋め、

土圧による分散防止を図りましょう。

● 工事車両対策

生息地に駐留した重機等の工事車両を移動する際は、窪み部・平面部の洗浄ならびにブ

ラッシングを行いましょう。運搬車両の移動時は、荷台とともに積載物も同様の処理を

行いましょう。

● 工事地区内の防除

工事場所が生息域の場合、車両や工事資材等の駐留物を囲むように土壌に薬剤を散布し

ましょう。搬出物にヤンバルトサカヤスデが付着していないかよく確かめ、発見時は搬

出現場で薬剤処理を徹底し、現場に出入りする際は、工事車両のタイヤ周りや機材等を

薬剤で処理しましょう。

● 園芸業者における対策

根付植物や鉢植植物の出荷元または市場での防除対策を徹底しましょう。フェノルカブ
を主成分とした液状製剤による浸漬法が適しています。

事 業 者 向 け

宮崎県自然環境課 野生生物担当
〒880-8501 宮崎市橘通東２丁目１０番１号
TEL：0985-26-7291 FAX：0985-38-8489
mail：shizen@pref.miyazaki.lg.jp

きひざい

県では、ヤンバルトサカヤスデについて、
専門家による現地調査を実施しています（一般・事業者問わず）。

ご希望の方は下記まで御連絡ください。


